
青森県五所川原市字岩木町12 ①
 

世 帯 数 	14,651 

（昭和59年 7月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,381人 

女 	27,241人 

市 の 人 口 

52,622人 

祭りの虫づくり大忙し 

発 行 所 

五所川原市役所 

第572号 

昭和59年 8月1日 

印刷 卿西 北 印 刷 画きはびわら 

昨
日
も
 
今
日
も
 

そ
し
て
明
日
も
暑
さ
が
続
く
。
 

生
育
順
調
 

豊
作
期
待
の
稲
作
朗
報
だ
。
 

稲
が
太
陽
と
握
手
し
て
い
る
。
 

風
も
そ
っ
と
う
な
ず
き
な
が
ら

通
り
す
ぎ
て
ゆ
く
。
 

太
陽
の
季
節
は
 

ま
た
祭
り
の
季
節
で
も
あ
る
。
 

地
吹
雪
と
共
に
生
き
る
人
々
は

燃
え
る
祭
り
が
大
好
き
だ
。
 

五
穀
豊
穣
 
無
病
息
災
。
 

故
事
に
な
ら
っ
た
虫
お
く
り
は

今
や
 
五
所
川
原
の
醍
醐
味
。
 

夏
を
彩
る
項
点
だ
。
 

お
ら
ほ
の
虫
は
 

去
年
の
祭
り
で
評
判
と
っ
た
。
 

今
年
も
や
ん

や
の
拍
手
で

山
な
す
観
衆
沸
か
し

た
い
。
 

知
恵
を
集
め
た
ア
イ
デ
ィ
ア

胸
に
た
た
ん
で
極
秘
の
秘
。
 

迫
っ
た
祭
り
に
背
中
を
押
さ
れ

裏
方

一
同
天
手
古
舞
だ
。
 

小
屋
を
覗
い
た
子
供
ら
に
も

荒
馬
 
太
刀
振
り
役
が
あ
る
。
 

旅
人
の
こ
こ

ろ
に
も
 

物
物
し

い
虫
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
が
 

き
っ
と
泌
み
る
こ
と
だ
ろ
う
。
 

さ
あ
 
天
女
よ
 

あ
な
た
も
降
り
て
観
に
お

い
で
。
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日
立
入
間
電
子
（
株
）
（
本
社
埼

玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
、
資
本

金
二
億
円
、
阿
部
亨
代
表
取
締

役
）
は
、
業
務
拡
張
に
伴
い
、
 

同
社
五
所
川
原
工
場
に
隣
接
す

る
漆
川
工
業
団
地
の
用
地
取
得
 
 

を
決
め
、
七
月
二
十
三
日
県
庁

で
、県

・
市
・
市
開発
公
社
と
の

四
者
で
基
本
協
定
を
締
結
し
、
 

調
印
し
ま
し
た
。
 

取
得
用
地
面
積
は
、
同
工
業

団
地
の
三
分
の
ー
を
占
め
る
七
 
 

万
二
千
平
方
H
で
、
同
社
は
年

内
に
第
一
期
工
事
に
着
手
し
て
、
 

六
十
年
度
を
稼
働
目
標
に
、
延

べ
六
千
平
方
H

（二
階
建
）
の

工
場
を
建
設
、
六
十
一
年
度
ま

で
に
従
業
員
を
二
百
人
増
員
、
 
 

月
間
五
億
円
の
売
上
げ
増
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。
 

調
印
式
に
は
、
北
村
県
知
事
、
 

森
田
市
長
、
花
田
市
土
地
開
発

公
社
理
事
長
、
日
立
製
作
所
半

導
体
事
業
部
の
南
波
次
長
、
 

日
立
入
間
電
子

秋
山
五
所
川
原

工
場
長
ら
が
出

席
し
て
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

基
本
協
定
は
、
 

青
森
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
構
想
圏
域

内
に
あ
る
当
市

漆
川
工
業
団
地

二
十
万
六
千
平

方
1
1の
う
ち
、
 

約
七
万
二
千
平

方
H
を
二
期
（
今

月
末
ま
で
に
半

分
、
六
十
年
六

月
末
ま
で
に
残

り
半
分
）
に
分

け
て
取
得
し
、
 

従
業
員
の
地
元

雇
用
に
つ
い
て

は
、
県

・
市
が
 
 

全
面
的
に
協
力
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
 

同
社
五
所
川
原
工
場
は
、
日

立
グ
ル
ー
プ
の
半
導
体
生
産
工

場
で
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
、
 

県
の
誘
致
企
業
と
し
て
進
出
、
 

現
在
は
、
I
C
、
シ
リ
コ
ン
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
な
ど
を
主
業
務

に
、
月
間
十
二
億
円
の
売
上
高

が
あ
り
、
従
業
員
は
約
四
百
七

十
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

調
印
後
、
北
村
県
知
事
は
「五

所
川
原
市
を
生
産
拠
点
に
決
定

し
て
い
た
だ
き
、
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
開
発
に
も
大
き
な
弾
み
が
つ
 
 

く
も
の
と
思
う
」
 
と述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
森
田
市
長
は
「
造
成

中
の
漆
川
工
業
団
地
へ
の
立
地

第
一
号
で
、
人
口
減
少
が
進
む

西
北
五
地
域
に
明
る
い
材
料
と

な
り
ま
す
」
 
と
歓迎
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。
 

つ
づ
い
て
、南
波
次
長
は
「現

工
場
の
隣
接
地
を
入
手
出
来
た

ほ
か
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
圏

内
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
励
み

に
な
り
ま
す
。
今
後
は
計
画
通

り
進
め
て
地
元
の
期
待
に
応
え

た
い
」
 
と
話
して
い
ま
し
た
。
 

聾
船
羅
触
基
本

協
定
書
に
調
印
 

用地取得の決った工業団地の現場 
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言
ロ
シ
ク
ー
ル
」
 

叩

を
 

」 

」濃シ、 

1‘墳』落こ 

羅 
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誉ま 

“全
国
消
費

実
態
調
査

に
御
 ，み
 力
を
一
 

ー
家
計
簿
は
国
と
我
が
家
の
み
ち
し
る
べ

ー
 

、
 

▽
テ
ー
マ
 
「
わ
が
ム
ラ
わ

が

マ
チ
の
よ
さ
を
考
え
る
」
 

▽
応
募
資
格
 
県
内
在

住
の

中
学
生
・
高
校
生
及
び

一
般
 

（
大
学
生
を
含
む
）
 

▽
原
稿
枚
数
 
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
三
枚
か
ら
五
枚
程

度
 

▽
応
募
方
法
 
作
文
・
提
言

の
ほ
か
、
次
の
事
項
を
原
稿
用

紙
の
未
尾
に
記
入
し
、

あ
て
先

へ
送
付
し
て
下
さ
い
。
 

⑦
中
学
生
及
び
高
校
生
 
①

学
校
所
在
地
 
②
字
校
名
 
③

末
訳
武武
訳
敏
I“斌
斌
敏
奴
武‘
 

今
年
の
九
月
か
ら
十
一
月
ま

で
の
三
カ
月
間
に
わ
た
り
、
昭
 
 

学
年
 
の
民
名
（
ふ
り
が
な
）
 

⑤
性
別
 

m
一
般
 
①
住
所

（
電
話
番

号
）
 
瓜
山
）
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
 

③
性
別
 
④
年
齢
 
⑤
職
業

▽
募
集
期
限
 
八
月
二
十
日
 

（
当
日
消
印
有
効
）
 

▽
賞
及
び
賞
品
 
①
最
優
秀

賞
（
一
名
）
賞
状
、
楯
、
副
賞

②
優
秀
賞
（
二
名
）
賞
状
、
楯
、
 

副
賞
 
③
入
選
（
若
干
名
）
賞

状
、
副
賞
 

▽
発
表
 
入
賞
発
表
は
、
十
 

和
五
十
九
年
全
国
消
費
実
態
調

査

（
総
務
庁
統
計
局
所
管
）
が

全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
暮
ら

し
向
き
を
家
計
の
面
か
ら
総
合

的
に
と
ら
え
、
全
国
及
び
地
域

別
の
世
帯
の
所
得
、
消
費
及
び

資
産
の
水
準
と
構
造
並
び
に
分

布
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年

か
ら
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
 
 

月
中
旬
に
行
い
、
各
入
賞
者

へ

通
知
し
ま
す
。
 

▽
そ
の
他
 
①
応
募
作
品
は

自
作
の
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。
 
瓜
山
）
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
 
③
入
賞
作
品
は

版
権
は
、
青
森
県
に
帰
属
し
ま

す
。
 

▽
あ
て
先
 
市
総
務

部
管
理

課
庶
務
係
（
廿
三
五
ー
二
一
一

一
内
線
三
二
五
番
）
 

▽
主
催
 
青
森
県
 

る
も
の
で
す
。
 

調
査
で
は
、
全
国
か
ら
抽
出

さ
れ
た
約
五
万
四
千
世
帯
に
、
 

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
カ

月
間
家
計
簿
を

つ
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調

査
員
が
皆
様
の
お
宅
今
っ
か
が

う
お
り
は
御
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
柄
は
、
 

統
計
を

つ
く
る
た
め
だ
け
に
使
 
 

用
さ
れ
、
調
査
関
係
者
が
他
に

漏
ら
す
こ

と
や
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ

と
は
、
法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
あ
り
の
ま
ま
を
お

答
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
 

こ
の
調
査
に

つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
秘
書
企
画
課

統
計
調
査
係
（
廿
三
五
ー
二
一

一
一
番
 
内
線
三
一
八

・
三
一

九
番
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。
 

陸
奥
湾
一
周
 

駅
伝
競
走
 

選
手
選
考
会
 

大
会
に
出
場
す
る
市
代
表
選

手
の
最
終
選
考
会
が
次
の
と
お

り
開
か
れ
ま
す
の
で
、
出
場
ご

希
望
の
方
は

ふ
る
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
選
考
日
時
 
八
月
二
十
六

日

（
日
）
午
前
九
時
か
ら
北
斗

グ
ラ
ン
ド
で
受
付
け
し
ま
す
。
 

▽
選
考
場
所
 
北
斗
グ

ラ
ン

ド

（
野球
場
）
 

▽
競
技
方
法
 
①
男
子
 

中

学
生
約
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
 

高
校
二

般
約
六
、
〇
〇
〇

メ
ー
 

ト
ル
 
②
女
子
 
中

・
高
校
‘
 

一
般
約
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

▽
参
加
資
格
 
市
内
居
住
者
。
 

高
校
生
は
出
身
者
 

▽
問
い
合
わ
せ
先
 
市
教
育
 

八
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間
で
す
 

例
年
、
感
電
に
よ
っ

て
負
傷
 

し
 

●

ら暮
 

い
 

る
 

明
 

て
 

つ
 

備
使

設
く

い
し

良
正
 

委
員
会
社
会
教
育
課

（
廿
三
五
 

ー
二
一

一
一
・
内
線
二
四
八
番
）
 

近
世
古
文
書
 

解
読
講
習
会
 

▽
日
時
 
八
月
十
九
日

（
日
）
 

午
前
九
時
ー
午
後
四
時
ま
で
 

▽
場
所
 
市
立
図
書
館
 

▽
定
員
 
五
十
名
（
定
員
に
な
 

り
次
第
締
切
り
ま
す
。
）
 

▽
受
講
料
 
無
料
 

▽
テ
キ
ス
ト
代
 
五
百
円

（
申
 

込
み
の
と
き
納
め
て
く
だ
さ
い
。）
 

▽
講
師
 

貝
森
格
正

（
青森
県
文
化
財
保
 

護
協
会
常
任
理
事
）
 

福
井
雄
三

（
青森
県
文
化
財
保
 

護
協
会
常
任
理
事
）
 

豊
島
勝
蔵

（
郷土
史
家
）
 

▽
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員
会
 

・

社
会
教
育
課

（
廿
三
五
ー
一
一

一
一
一
・
内
線
二
五
〇
番
）
 
 

し
た
り
亡
く
な
ら
れ
る
方
は
、
 

全
国
で
相
当
の
人
数
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 こ
の
い
た
ま
し

い
感

電
死
傷
事
故
を
な
く
す
よ
う
、
 

毎
年
八
月
に
通
産
省
の
主
唱
の

も
と
に
電
気
使
用
安
全
運
動
が

全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

電
気
災
害
を
防
止
す
る
に
は
、
 

不
良
の
電
気
設
備
を
な
く
す
る

と
と
も
に
、
み
ん
な
で
電
気
の

取
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
 

▽
主
催
 
青
森
県
文
化
財
保
護
 

協
会
 

青
森
県
立
図
書
館
 

市
教
育
委
員
会
 

社
会
福
祉
基
金
へ
 

三
十
五
万
円
寄
贈
 

若
い

経
営
者
で

組
織
さ
れ

て
い
る
昭
和
パ
ー
ル
会

（佐
々

木
伯
男
会
長
）
で
は
、
七
月
一
一

十
一
日
開
か
れ
た
創
立
十
周
年

記
念
式
典
の
記
念
事
業
と
し
て
、
 

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
五
所

川
原
市
社
会
福
祉
基
金
の
設
立

趣
旨
に
賛
同
し
、
三
十
万
円
を

森
田
市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
講
師
に
招
か
れ
た
山

本
和
夫
氏
（
本
市
出
身
、
実
業

之
日
本
社
週
刊
漫
画
サ
ン
デ

ー
 

編
集
長
）
か
ら
も
五
万
円
の
拠

金
が
あ
り
ま
し
た
。
 

全国消費実態調査 
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
月
間
」
 

と
「
青
少
年
を
非
行
か

ら
守
る

全
国
強
調
月
間
」
中
の
七
月
十
一
一

日
、
市
民
多
数
が
参
加
し
て
決

起
大
会
ぎ
ハ
レ
ー
ド
を
行
い
、
 

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
街

を
築
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
 

大
会
は
市
庁
舎
前
「

お
祭
り

広
場
」
に
市
、
市
連
合

P
T
A
、
 

五
所
川
原
地
区

B
B
s会
、
五

所
川
原
警
察
署
な
ど

二
十
三
関

係
団
体
、
約
ニ
百
人
が
参
加
し
 
 

て
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
市

長
代
理
の
花
田
市
助
役
が
 
「地

域
ぐ
る
み
で
青
少
年
を
善
導
し

て
い
こ
う
」
 
と
あい
さ
つ
。
 

つ
づ
い
て
、
対
馬
隆
二
君

（
五

所
川
原
小
六
年
）
、原
田
暢
子
さ

ん

（
五
一中
一
年
）
、田
中
幹
人

君

（
五
所
川
原
商
業
高
校
一
年

）
 

の
三
人
が
「
私
の
提
言
」
 
と題

し
て
「
親
子
の
対
話
を
深
め
よ

う
」
「万
引
を
な
く
そ
う
」
な
ど

と
訴
え
ま
し
た
。
 引

き
続
き
五

所
川
原
小
、
五

所
川
原
一
中
の

鼓
笛
隊
な
ど
も

参
加
し
て
、
総

勢
約
四
百
人
が

パ
ト
カ
ー
を
先

導
に
、
市
内
の

目
抜
き
通
り
を

約
三
キ
ロ
に
わ

た
っ
て
パ
レ

ー
 

ド
を
し
て
、
犯

罪
と
非
行
の
防

止
を
市
民
に
訴

え
ま
し
た
。
 
 

一
」
 
▽
交
通
死
 

,
.，
 
亡
事
故
の
約
 

西
 

四
十
五
パー

 

》
l
 
セ
ン
ト
が
、
 

】
月
 
七

ー
九
月
に
 

集
中
発
生
し
 

て
い
ま
す
。
 

そ
の
原
因
の
大
半
が
飲
酒
運
 

転
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

ア
ル
コ
ー
ル
が
運
転
に
お
よ

ぼ
す
影
響
は
、
飲
酒
後
＋
一
、
 

二
時
間
経
っ
て
も
ア
ル

コ
ー
ル

が
体
内
に
残
っ
て
、
次
の
よ
う
 
 

な
兆
候
が
続
き
ま
す
。
 

m
運
転
に
最
も
大
切
な
目
が

正
常
に
働
か
な
い
。
 

②
反
応
能
力
が

不
安
定
で
遅

く
な
る
。
 

⑧
抑
制
力
、
緊
張
力
、
判
断

力
が
鈍
る
。
 

そ
の
結
果
、大
丈
夫
の
は
ず
が

悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
し
て
、
 

自
分
の
生
命
を

失
い
、
ま
た
他

人
を
殺
傷
す
る
こ

と
に
な
り
ま

す
。
 

▽
飲
酒
運
転
し
ま
す
と
、
次
 
 

の
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

m
酒
気
帯
び
、
酒
酔
い
運
転

は
、
ニ
年
以
下
の
徴
役
五
万
円

以
下
の
罰
金
 

②
運
転
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の
に
、
酒
類
提
供
す
る
人
、
 

す
す
め
る
人

は
、
三
ケ
月
以
下

の
徴
役
三
万
円
以
下
の
罰
金

⑧
酒
酔
い
運
転
は
、
十
五
点

滅
点
で

一
発
で
取
消
し
 

そ
の
他
損
害
賠
償
保
険
が
適

用
さ
れ
ず
、

死
に
損
、
又
は
修

理
費
用
が
お
り
な
い
等
不
利
な

扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

家
庭
の
幸
せ
を

破
壊
し
、
身

の
破
滅
を

招
く
飲
酒
運

転
は

絶
対
に
し
な
い

…
 
さ

せ
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

（
五所
川
原
警
察
署
）
 

ン
ー
ト
ベ
ル
ト

ー
 

着
用
推
進
官
言

一
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合
消
防
本
部
（
黒
石

健
作
消
防

長
）
で
は
、
全
職
員
に
対
し

て

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
宣
言
を
行

い
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
日
、
市
長
公
室
で

行
わ
れ
た
宣
言
式
で
は
、
職
員

を
代
表
し
て
黒
石
消
防
長
が
森

田
市
長
に
、
無
謀
運
転
と
飲
酒

運
転
の
絶
滅
を
誓
い
 
フン
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
実
践
に
努
め
、
 

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
職
場

を

つ
く
り
ま
す
」
 
と宣
言
し
、
 

決
意
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。
 

ー
犯
罪
を
な
く
し
 

明
る
い
街
を
 

協
力
・
支
援
団
体
が
パ
レ
ー
ド
 

力を 

酒酔い運転 

ゆ
く
え
不
明
 

八
月
は
、
身
元
不
明
死
体

の
身
元
を
確
認
す
る
月
間
で

す
。
 

今
年
四
月
末
現
在
で
、
発
見

さ
れ
て
い
な
い
家
出
人
が
全

国
で
七
万
二
千
四
百
四
人
、
 

青
森
県
で
九
百
三
十
三
人
、
 

五
所
川
原
市
で
二
十
四
人
お

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
多

い
身
元
不
 

・

家
出
人
を
お
さ
が
し
の
方
 

ぜ
ひ
相
談
所
を
ご

利
用
下
さ
い
 

明
死
体
の
な
か
に
は
 

下
全
警
察
署
に
相
談
所
を
開

▽
家
出
中
の
自
殺
や
病
死
 
設
し
、

資
料
を
と
り
そ
ろ
え

▽
事
故
死
、
ま
た
は
犯
罪
 
て

係
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

の
被
害
者
と
な
っ

て
い
る
方
 

あ
な
た
の
身
内
や
近
所
の

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
と
 

方
に
、
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

▽
家
出
し
て
長
い
間
ゆ
く

こ
の
中
か
ら

一
体
で
も
多
 
え

不
明
に
な
っ
て
い
る
。
 

く
身
元
を
割
り
出
し
、
家
出
 
▽

突
然
い
な
く
な
っ
て
自

人
を
さ
が
し
て
お
ら
れ
る
方
 

殺
し
た
の
で
は
な
い
か
。
 

の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
県
 
▽

出
稼
ぎ
に
行
き
音
信
が
 

急
に
な
く
な
っ
た
。
 

な
ど
心
配
さ
れ
て
い
る
方
、
 

又
お
心
当
り
の
方
は
、
ぜ
ひ

相
談
に
お

い
で
に
な
り
、
資

料
を
見
て
身
元
の
確
認
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五所
川
原
警
察
署
）
 



川 

柳 

川
柳
岩
木
吟
社
提
供
 

負
け
て
お
く
こ
と
で
治
ま
る
眼
に
戻
り
  

狂
 
六
 

昂
ぶ
ら
ぬ
父
の
意
見
が
身
に
泌
み
る
 

し
げ
る
 

家
中
を
低
音
に
し
た
受
験
の
灯
 

ま
さ
お
 

毒
舌
の
批
評
毒
舌
は
ね
返
り
 

北
 
歩
 

チ
ビ
ッ
子
の
仮
装
で
沸
い
た
村
祭
り
 

西
 
光
 

広報ごしょがわら ⑤ 昭和59年（1984年） 8月1日 (572号） 

児童扶養手当現況届添付書類 

児童扶養手当、特別児

童扶養手当の現況届を 

受
給
者
の

方
は
、
毎
年

一
回
八
月
に
、
 

そ
の
年
の
八

月
一
日
現
在

の
状
況
を
届

け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い

ま
す
。
次
の

表
の
関
係
書

類
を
添
付
し

届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
届
を
し
 
 

な
け
れ
ば
八
月
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

▽
届
出
期
間
 

八
月
十
一
日
ー
八
月
二
十
一
一

日
と
し
ま
す
。
 

▽
持
参
す
る
も
の
 

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
印
鑑

そ
の
他
別
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▽
提
出
先
 

市
福
祉
事
務
所
、
児
童
係
 

（
廿三
五
ー
二
一
一
一
 
内
線

一
一四
「
一
 

※
な
お
、
支
給
対
象
者
及
び
そ

の
他
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
市
福
祉
事
務
所
児
童

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

国
民
年
金
の
福
祉
年
金

（
保

険
料
を
納
め
な
い
で
受
け
て
い

る
年
金
）
を
受
け
て
い
る
人
は
、
 

八
月
期
の
年
金
を
受
け
取
っ
た

ら
、
国
民
年
金
証
書

（
緑
色
）
 

タ
市
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
c
 

福
祉
年
金
の
八
月
か
ら
来
年

七
月
ま
で
の
分
の
支
払
金
額
は
、
 

本
人
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の

所
得
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
 

新
し

い
支
払
金
額
が
記
入

さ
れ
た
証
書
は
、
十

一
月
の
支

払
期
に
間
に
合
う
ょ
う
お
手
許

に
お
返
し
し
ま
す
。
 

も
し
、
出
し
忘
れ
た
り
、
遅

れ
て
提
出
し
ま
す
と
、
十
一
月

期
の
支
払
い
に
間
に
合
わ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ニ
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
 

免
許
試
験
に
伴
う
 

講
習
会
開
催
 

▽
試
験
申
請
書
受
付
 
八
月

二
十
八
日

（
火
）
 
・
二
十
九
日
 
 （

水）
 

▽
試
験
日
 
九
月
二

十
日

本
）
午
前
九
時
か
ら
 

▽
試
験
会
場
 
青
森
、
弘
前
、
 

八
戸
 

▽
受
験
資
格
 
ボ
イ
ラ
ー
実

技
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た

方
 ▽

実
技
講
習
会

（
条
件
講習

会
）
 

①
日
時
 

八

月
一
一
＋
一
一
日
 

（水
）
か
ら
二
十
四
日

（
金）
 

ま
で
の
三
日
間
 

⑦
套
場
 
西
北
労
働
基
準
協

会
 ③

受
講
料
及
び
テ
キ
ス
ト
代

受
講
料
八
千
円
 
テ
キ
ス
ト
代

四
千
四
百
円
 

▽
ニ
級
ボ
イ
ラ

ー
技
士
免
許

試
験
準
備
講
習
会

（
学科
）
 

①
日
時
 
九
月
四
日

（
火
）
 

か
ら
七
日

（
金）
ま
で
の
四
日

間
 ⑦

奏
場
 
西
北
労
働
基
準
協
 

ム
ム
 

③
受
講
料
 
九
千
円
 

▽
申
込
み
先
 

市
内
新
宮
町
八
四
の
五
 
西
北
 

労
働
基
準
協
会

（
廿三
五
ー
六
 

三
三
六
番
）
 

枕
w
v
v
 

奮
養
亭

”
 

蛇
A
、
、
、
、
」
冊
 

◇

一
般
曹
候
補
生
 

▽
募
集
人
員
 
陸
約
四
百
名
、
 

海
約
三
百
六
十
名
、
空
約
四
百

名
 ▽

応
募
資
格
 
高
校
卒

（
見

込
み
）
二
十
一
歳
未
満
者
（
自

衛
官
は
二
十
二
歳
未
満
者
）
 

▽
受
付
期
間
 
八
月
一
日
 

（
水
）
から
九
月
二
十
九
日
（土
）
 

ま
で
 

▽
試
験
期
日
 
一
次
 
十
月

七
日
（
日
）
、二
次
 
十
月
二
十

一
ニ日
（
火
）
 

▽
合
格
発
表
 
十
二
月
二
十
 
 

日

（
木
）
 

▽
入
（
校
）
隊
 
六
十
年
三
 

月
下
旬
 

▽
待
過

・
そ
の
他
 
修
学
年
 

限
二
年
、
卒
業
時
三
等
陸

・
海
 

・

空
曹
 

◇
航
空
学
生
 

▽
募
集
人
員
 
海
約
七
十
五

名
、
空
約
七
十
名
 

▽
応
募
資
格
 
高
校
卒
（
見

込
み
）
、二
十
歳
未
満
者
（
自
衛

官
は
二
十
一
歳
未
満
者
 

▽
受
付
期
間
 
八

月
一
日
 

（
水
）
から
九
月
二
十
七
日
（
木）
 

ま
で
 

▽
試
験
期
日
 

一
次
 
十
月

三
日

（
水
）
、
二
次
 
十
月
十
六

日

（火
）
、一ニ
次
 
十
一
月
十
九

日

（月
）
か
ら
十
二
月
十
二
日
 

（水
）
ま
で
 

▽
合
格
発
表
 
六
十
年
二
月

一
日
（
金
）
 

▽
入
（
校
）
隊
 
六
十
年
三

月
下
旬
 

▽
待
過

・
そ
の
他
 
入
隊
後

約
六
年
で
三
等
海

・
空
尉
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
青
森
地

方
連
絡
部
五
所
川
原
募
集
事
務

所

（。
三
五
ー
ニ
三
〇
五
番
）
 

区 	分 添 	付 	書 	類 

離 	婚 1 世帯全員の住民票 

死 	亡 1 世帯全員の住民票 

遺 	棄 
1 世帯全員の住民票 
2 本人の申立書及び福祉事務所長等

の証明 

拘 	禁 
1 世帯全員の住民票 
2 刑務所長等の証明 

未 婚 の 母 
1 世帯全員の住民票 
2 対象児童の戸籍謄（抄）本 

生 死 不 明 
1 世帯全員の住民票 
2 福祉事務所・警察等の証明 

養 育 者 
1 世帯全員の住民票 
2 養育申立書及び民生委員等の証明 

母の別居監護 
l 世帯全員の住民栗 
2 別居監護の申立書及び学校長等の

証明 

他市町村（他 
県を含む）か 
らの転入者 

59年1月 2日以降に転入した場合、 

前住地の市町村長の58年分所得証明 

国民年金 

福祉年金を受け

とったら証書を

提出して下さい 

パ！曹省'A 

繊畿 



新受入図書 
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N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
五

十
九
年
度
秋
の
「

社
会
通
信
講

座
」
 
の
受
講
者
を募
集
し
て
い

ま
す
。
 

こ
の
通
信
講
座
の
利
点
は
、
 

リ
ポ
ー
ト
の
添
削
が
中
心
で
、
 

だ
れ
で
も
自
宅
に

い
な
が
ら
自

分
の
都
A「
の
よ
い
時
間
に
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
学

べ
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
 

講
座
は
書
道
、
硬
筆
、
母
と
 

子
の
硬
筆
、
簿
記
、
俳
旬
、
 

歌
、
古
典
、
文
章
、
絵
画
、
 

碁
、
英
語
、
数
学
、
国
語
、
 

N
H
K

学
園
 

社
会
通
信

講
座
 

受
講
者
を

募
集
 

短
 

囲
 

フ
 

ァ
ミ
リ
ー
写
真
、
楽
し

い
書
き

方
の
十
五
講
座
四
十

コ
ー
ス
で
、
 

自
分
の
力
量
に
適
し
た
コ
ー
ス

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど

の
講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間
内

に
学
習
が
修
了
で
き
る
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
お
り
、
受
講
者
の

学
習
の
進
み
方
に

応
じ
て
調
整
 

で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

▽
受
講
資
格
 
ど
な
た
で
も

で
き
ま
す
。
 

▽
受
付
期
間
 
八

月
】
日
 

（
水
）
か
ら
九
月
三
十
日
（
日
）
 

ま
で
 

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
近
く
の
N
H
K
、
ま

た
は
左
記

へ
講
座
名
と
氏
名
、
 

住
所
、
電
話
番
号
を
書
い
て
ハ

ガ
キ
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
 

〒
一
八
六
 
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
ニ
ー
三
六
 

N
H
K
 

学
園
c
T
係
（
廿
〇
四
二
五

ー
 

七
ニ
ー
三
一
五
一
番

）
 

昭
和
五
十
九

年
度
 

電
電
児
童
画
コ
ン

ク
ー
ル
 

▽
応
募
資
格
 
小
学
生
と
し
、
 

低
学
年
（
一
、

二
年
生
）
、中
学

年
（
三
、
四
年
生
）
、高
学
年
（
五
、
 

六
年
生
）

の
三
部
門
と
し
ま
す
。
 

▽
ー
アー
マ
 

m
電
話
局
で
働
ら
く
人
々

②
こ
ん
な
電
話
が
あ
っ
た
ら

⑧
テ
レ
太
君
を
デ
ザ
イ
ン
し

て
み
よ
・フ
 

▽
作
品
の
大
き
さ
と
方
法

四

つ
切
り

（
B
三
判
）
と
し
、
 

裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
 

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
表
彰
部
門
 
最
優
秀
賞
、
 

優
秀
賞
、
佳
作
、
参
加
賞
の
四

部
門
で
す
。
 

▽
締
切
り
 
八
月
三
十

一
日
 

（
金
）
 

▽
送
り
先
 
五
所
川
原
電
報

電
話
局
第
一
営
業
課
（
廿
三
四
 

ー
二
〇
〇
〇

番
）
市
内
上
平
井

町
一
〇
二
番
地
 

青森放送（R A B) 
毎週木曜日 1O I 45-10 :50 

青森放送（RAB) 
毎週土曜日 13:50-iA:00 

昭和59年（1984年） 8月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （572号） ⑥ 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

極 意 	な 	り テレビ東京 箱 根 の 坂 司馬遼太郎 

気骨の思想家 土橋 治重 むかしのあけぽの 田辺 聖子 

ヒトが人間になる 川島 	浩 剣 の い の ち 津本 	陽 

愛 見 っ け た 小林 完吾 こ の 世 を ば 永井 路子 

蟹田今昔ばなし 赤平斗与一 星 に 願 い を 林 真理子 

陸奥の海鳴り 竹森 繁晴 虹のカマクーラ 平石 貴樹 

すまいの手引1984 
風土と 
建築研究所 

戦士たちの休息 三好 	徹 

地場産業と 
地域社会 

渡辺 利雄 手話は友だち 野湯久美子 

庭木と緑化樹 飯島 	亮 いま世界の10代は 橋口 譲二 

錦 絵 時 計 図 鈴木 	寧 もう一っの宇宙 
ロバ一ト・ 
ジャストロウ 

陶 心 隊 道 高橋 一智 チーちゃんごめんね 成田 敦子 

竹の家の人々 木村 	梢 実験肥料新書 安資 農夫 

現代文学とみちのく 長谷川っとむ 
私の 
いいふりこき人生 

淡谷のり子 

わ ら べ う た 谷川俊太郎 絃魂津軽三味線 大篠 和雄 

妖精の輪のなかから 福海 公伯 月 蝕領映画館 中井 英夫 

迷 	 路 池波正太郎 
わが子とともに 
あすなろうの記 

野村 克也 

空 	 海 稲垣 真美 
新版公用 

あいさっ事典 
飯山 章夫 

或る男の断面 宇野 千代 歓 喜 の 市 立松 和平 

斜 里 非 情 小田原金一 闇 	の 	牙 田中 光二 

黒 染 の 剣 津田ふじ子 淀 君 の 謎 戸板 康二 

テレビ防災 

キャンペーン 

キ 局の

放送 日 

ご存じですか 
防災ミニ百科 

キ 局の

放送日 

そのときあなたは？ 

くらしの中の防災 

8月 
2日 

台風ノその爪跡 
8月 
4日 

台風への備え 
台風情報に注意 

8月 
9日 

台風情報のきき方 
8月 
11日 

台風への備え 

こんな注意で被害を最小に 

8月 
16日 

台風．ノ 

我が家の準備 

8月 
18日 

台風への備え 
高潮に注意を 

8月 
23日 

台風と消防機関 
8月 
25U 

台風への備え 

あと始末にも注意を 

我が家の 
ミ防災の日ミ 

●街頭献血にご協力下さい・ 

［月
 

ロ
］
 
 

り 	前 午 

8
  

20 
青 	山 	荘 

10 : Q0-12 : 00 
西北中 央病 院 
13 : 00-16 : 00 

28 
マルカカサイ駐車場 

10 : 00-12 : 00 
大町川要駐車場 
13: 00-16: 00 
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